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行
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ざ
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欢
如0た
0:
從
つ
て
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に
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し
き
農
業
論
の
發
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を
見
る
に
至
つ
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ぞ
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農
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自
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足
的
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產
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濟
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の

金

體

的

改

革

を

要

求

す

る

名
：.
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治
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時
代
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農
業
論
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禎
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年
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治
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れ
て
^
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述
ぎ
i

し
そ
. 

の

序

至

從
.は
れ
た
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と’思
ふ
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に
蹄
士
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调
治
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後
の
農
學
思
想
を
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ー
派
に
分
け
ら
れ
、

一
つ
を
固
有
農
學
他
を
歐
米
農
學
と
し
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前
渚
を
又
倚
古
派
農
學
と
名
づ
け
ら
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
を
ニ
派
に
分
か
ち
、
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を
農
政
史
學
派
と
し
、
横
山
由
淸
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織
田
完
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の
代
表
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す
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も
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德
川
時
代
か
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公
く
老
農
學
派
と
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て
ゐ
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。
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論
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史
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史
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。
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と
は
何
で
ぁ
る
か
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^
.い
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は
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猶
な
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念
規
定
^
な
さ
^
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け
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ら
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^
で
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；
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檢
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子
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度

ぬ

關

す
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る
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最

も
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調

喪

書

と

し
.

て

擧

げ

6
れ

：る

语

手

縣

：內

務

部

調

牵

は

名
^ :
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湘

膨

に

つ
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.
き
次
：.
の

知

く

述

べ

て

ゐ

る
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概

し_

て
_

へ

ば

土

地
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家

屋

も

全
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有

せ
■
ざ

る
.

質
農
、
所
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子

が
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頭
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昽

菌

な

る
 

言

葉

は

現

在
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比

普

通

用

ひ
^

各

も

以

前

は

地

頭

ゆ

大

柢

名
.
子

を

所

有

a

た

：れ

ば

逆

に
#

子

を

所

有

す
.

る
：も
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を

地
.
頭

と

考

へ

；た

る
 

如

し

、

然

れ

共

地

頭

以

外
.

に

も

廣

大

な

る

土

地

を

所

宿

せ

る

豪

族

、

地
生
.，の
多
く
は
名
子
關
係
を
有
し
た
る
も
の
：と
認
め
ら
る
、
运
ヶ
-/ 

:

稱

せ

ら

れ

し

地

主

よ

：り

家

屋
:«

::
.

^

び

耕

地

、

山

林
: '

錄

、
.

農

具
>

:

.家

具

、

家

寡

を

貸

與

作
し
て

坐

活

資

和

を

收

益

し

..其Q

代

償

と

し
.て
地
.頭

の

要

求

に
應
じ
賦
役
に
服
し
、
尙
名
子
は
地
頭
の
命
令
を
絕
對
に
遵
奉
す
る
精
 ̂

を

保

持

し

主

從

關

係

に

等

し

き

間

柄

.
^
形

成

し

1|
屬

的

1
係
：に
あ
る
.も
.の
.な
»)
.
.,_
0(
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即
ち
こ
れ
.に
よ
れ
ば
名
7*
と
...

±

2
.)

、

也

-f
e 

よ
り
虫

要

坐

產

手

段

で

あ
る
耕

地

、

山

称
、
原
.
野

及

び

家

屋

敷

、

農

具

、

家

畜

を

借

受

け

、(

ニ)

、
そ

の

代

償

と

し

で

地
主
に
賦
役
を

提
：
す̂
る
世
襲
的
な
主
從
關
係
に
あ
る
も
の
を
一
石
ふ
如
く
で
あ
る
が
、
同
調
森
書
は

51
續

い

て「

然
れ
ど
も
-
地
方
に
よ
り
、
名
子

主

に

よ

り

、

制

度

の

S

容

必

ず

し

も

一

様

な

ら

ず

、

即

ち

家

屋

敷

は

名

子

が

之

を

所
有
し
、
耕

地

0
み

借

り

受

け

其

の

代

償

と

し

て

賦
 

役
；に
服
す
る
も
の
を
名
子
と
呼
ぶ
地
方
、
，或
ひ
は
耕
地
は
自
ら
所
有
し
、
家
屋
敷
の
み
借
受
げ
賦
役
に
服
す

.る
も
0
を
名
子
と
呼
ぶ
地 

方

あ

り

、
ま

た

山

林

の

み

借
受

け

て

赋

役

に

服
す
る
も
の

を

特
に
山

名

子
と
.呼
ぶ

地
方
あ
り
て
地
頭
が
名
子
に貸
與

す

る
物
，牛
の

種
類
、 

拳

賦

役

の

分

*

、
主

從

關

係

の

程

度

等

は

一
艾

せ
ざ
る
も
名

子
は
地

頭

の
.

命
令
に
_從
ひ
赋
役
を
提
供
す
る
外
地
頭
の
家
に
露|?
祭 

等

あ
.る
場

合

は

必

ず

手
傅
ひ
に
：行
き

、
一

日

常

に

於

て

も

普

通

の
.

小

作

者

よ

り

も

、

主
家
と
の
出

入

多
く
、.
親

し

き

間

柄

に

在

る
.

こ
と
は 

何

れ

の

地

方

も

異

な

ら

ず

」

と
述

べ

、

結

局

名

子

關

係

の

本

質

は

賦

役

の

提
供
に
あ
る
も
の
と
見
てゐ

I

f

如
く
で
あ
るc

又
耑

手

縣一

1戶
郡
福
岡
町
の
國
分
謙
吉
氏
、,九
戶
郡
長
內
村
の
長
的
松
男
に
よ
れ
ば-
名
子
と
は
め
.1(
:
'
0
5
;
い
か
^

そ̂

50
代
り
煤
拂
ひ
- 

舰

儀

"

不

舰

儀
の
と
き
勝

手

元

(

裏

所)

に
來
て
手

傅
.ひ
を
す
る
ち
の
で
あ

り

、從

0
て
，長
内
氏
に
よ
れ
ば
、
屋
敷
代
と
して
金
毂
を
钠 

め
る
と
名
子
で
な
く
な
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
下
閉
伊
郡
安
家
村
で
は
宅
地
ゝ
畑
、

--
山
淋
原
野
、：

建
家
に
對
し
て
は
ま
双
の 

代
り
に
使
片
职
と
し
て
金
納
制
が
行
は
れ
て
ゐ
て
も
名
子
と
呼
ば
れ
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る

5-
')

0
尤
も
&
..の

場

合

は

本

來

の

名

子

制

度 

が
變
形
し
て
賦
役
が
金
納.に
轉
化

し

て

も

依

然

主

家

と

の

從

屬

關

.«
が

存

續

し

て

名

子

と

い

ふ

名

稱

が

淺

つ

て

ゐ

f

o
と

考

へ

ら

れ 

る
。
，
名

子

制

度

の

本

質

は

生

迤
者
へ
：
の

土

地

の

分

與

(

給

付)

と
そ
れ
.に
签
く
地
主
に
對
す
る
身
分
的
隸
屬
に
存
す
る
。
賦
役
の
徵
牧
は 

永
代
的
隸
屬
[#
係
の
.實
現
の
.形
態
.で
あ
4
。
從
つ
て
、
例

へ

ば
現
在
兰
戶
の
.名
子
を
所
有
せ
：る
九
戶
郡
夏
弗
村
太
田
林
藏
氏
の
談
に
從 

へ
ば
少
t
と
も
S

村
に
於
て
は
名
子
關
係
は
小
作
關
係
か
ら
區
別
し
て
、
.全
く
別
な
も
の
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
名
子
の 

關
係
は
：

「

小
作
.

」

か
關
係
と
し
て
考
へ
ら

■

れ
'て
.は
ゐ
な
い
o 

:
こ
れ
は|

固
、
舊
藩
時
代
は
勿
論
、
現
注
に
於
て
す
ら
名
子
は
普
通
小
作 

人
よ
り
は
逾
か
に
■低
い
地
位
に
置
か
れ
て
ゐ
る

Xi

と
：に

よ

る

も

の

で

あ

ら

：ぅ

が

、

又

名

子

：地

軿

作

に

對

す

る

觀

念

が

^ /
-
通

小

作

人

に

於 

け
る
：と
は
異
な
つ
て

-

即
ち
單
な
る
_

權
と
し
て
'で
は
な
ぐ
、
土
_
用

役

權

の

「

宛
行

」

：
又

ば「

給
付」

と
.し
て
觀
念
さ
れ
て
ゐ
る
こ 

と
に
よ
る
も
の
.で
あ

レ

ぅ

。
即

ぢ

名

子

.が

地

頭

よ

A

交

 ̂

田
畑
、
山
林
原
跸
'
或
ひ
は
農
具
、
家
畜
等
.は
地
頭
が 

恩

：患

的

に

貸

與

し

た

も

：の

'で
I
:
.が
-
.永
代
的
用
役
の
：憤
行
が
集
齋
レ
て

一

つ
の
權
利
化
ず
る
に
茧
つ0
の
；で

、
，
こ

れ

等

は

名

子
i
 

大
な
_
務
違
反
す
る
こ
と
の
な
：い
眼o
#襲
的
に
,

さ
：れ
、•取
り
：上

げ

ら

れ

を

こ

と

が

が

：

.い
。
そ
札
丈
普
衝
必
作
ん
だ
り
は
一
曆
龈 

く

永

代

的
11
1
襲
的
從
屬
關
係
0
下

暑

か

れ
'

€岑
こ
、と
&
な

る

わ

け

で

营
0
^-
露

发

博

士

及

び

森

赢

兵

觀
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0;
#
子

ば

；

「

借

.用
せ̂

名
子
地
^
對
レ
て
麻
益
的
永
小
作
權$:
有
.っ
'て
ゐ
る
.の
み
^:
ら
ず
、
'̂:
-«>
.傲
取
せ ̂

其
の
他
の
も
.の
に

對

す

：る

永

久

的
#
襲
的
使
戚
概
.を
有
っ
：て
ゐ
た
こ
ぶ
が
名
そ
の
時
性
で
あ
ヴ'
他

：：の

永

小

乍_度
'と
«

^

I

1-
で
あ
D
C
3 

)

>

X小
野
博
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憤
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闕

所
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■
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受
く
る
各
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、
又
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地
頭
の
^
破
產
し
其
財
產
全
剖'̂
債
權
者
に
！：1
>渡
す
.爆
合
に
於
て
.も
.、
：.其
地
頭
.に
.财
屬
す
る
耕
作
地
に
は̂

等

<D
.:影
響
を
及
^,
さ
f
る 

を
常
と
し
た
、
之
を
法
律
的
に.茨
へ
^
名
子
の
保
有
す
る
耕
作
地
ば
第
三
賢
に
對
し
て
對
抗
カ
を
贫
尤
る
も
の
へ
で
あ
っ

^
、：

而
し
て
M'
. 

に
名
子
.が
何
か
0;
大
罪
1
犯

U:
た
.る
時
は
地
頭
は
興
責
を
負
は
ざ
る
を
得
が
か
っ
た.
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と
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ふ
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あ
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o
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ち
名
子
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作
，
 

地
：は
若
午
汆
小
作
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濟
研
究
卜
第
ー
ー
年
第
ー
號
レ
宕
頁 

4

小

腿

荽

代

地

主

と

村

落

鮏

濟

し

e

經
濟
志
林」

八
卷一 
一̂

三
五
丄〈

頁

5

小

髮

夫

、
永
小
作
論

J

九

--
*
頁
。「

分
與
永
小
作
.ハ
地
主
力
小
作
人
ユ
永
久
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作
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給
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ノ
謂

-1:

シ
テ
、
內
百
姓
、
門
百
姓
、 
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屋
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、

抱
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庭
子
、
作
リ
子
等
ノ
洛
稱
ヲ
帶
ブ
ル
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モ
ノ
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多
ク
.此
種
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永
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作
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ル
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親
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一
ノ
家
屋
及
.ヒ
'家
：具
二
若
干
ノ
小
作
地
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添
べ
テ
分
與
シ
.、
其
附
近
二
於
テ
農
業
ヲ
營
：マ

^
メ
タ
ル
；
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起
レ
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特
殊
小
作
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シ
テ
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樹
ノ
永
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作
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視
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又
仙
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地
頭
の
土
地
が
公
賢
に
付
さ
れ
る
か
或
は
闕
所
と
し
て
沒
收
さ
れ
る
や
ぅ
な
場
合
は
名
子
地
は
之
ょ
り
除
外
し
て
麓
分
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ 

，
る
さ
う
で
あ
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前
揭
小
鮮
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兩
氏
論
文
一
九
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又
嘗
つ
て
明
治
初
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に
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し
て
名
子
地
を
名
子
に
讓
渡
し
て
拳
解
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行
つ
た
そ
の
資
質
が
如
何
な
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も
の
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つ
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か
の
：
一
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七
て
九
戶
郡
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射
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介
し
た
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名
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；
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史
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の
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.れ
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ゐ
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こ
と
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し
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名
子
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.所
有
糊
1
無
償
講
渡
す
る
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に
ょ
つ
て
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名
子
賦
役
敫
&
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關
係
を
持
續
し
ノ
永
代
名
子
關
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存
績
せ
し
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し
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し
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-
現
耕
购
應
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以
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あ
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張
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澉
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又
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仲
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又
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蒿
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佐
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ふ
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句
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ぶ
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叉
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贫

見
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存
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を

と

0 

輕
で
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を
領 

す
る
が
故
ぬ
名
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職
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れ
吝
0
,即
ち
名
主
階
級
ば
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：
當

初

に

於

セ

呔

領

虫

と

農

0

^
の
間
に
介
在
し
て
名
田
：を
檐
當
し
、
：自
ら 

耕
作
し
或
.ひ
は
他
人
：に
軿
作
せ
し
办
て
年
貢
を
請
負
つ
た
小
地
举
で
あ
_り
、：.武
士
で
あ
<>
た
0
而
し
.て
地
頭
制
度
.の
全
國
的
普
^

れ
t
名
主
職
>
作
人
職
等
0
區
別
¥
次「

第
に
本
明
と
.な
り
、
又
地
頭
職
；と
混
同
レ
て
權
利0 .
稂
源
.が
不
明
と
.な
る
に
，茧
つ
た
が
、
，殊
に 

地
頭
は
.年
貢
賦
課
の
事
務
を
取
极
ふ
も
の
で_あ
り
、
；
租
稅
管
理
權
を
有
す
る
も0
で
.あ
つ
た
か
ら
、
そ
の
^
橫
な
振
舞
は
結
局
下
地
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中
分
し
で
地
頭
に
分
與
し
、
綠
を
切
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
，場
合
が
多
か
つ
た

o
地
方
で
は
名
主
職
を
持
つ
程
の
：武
士
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牴
何
れ
か
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の
地
頭
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
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か
く
し.て
下
地
中
分
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後
は
名
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職
、
地
頭
職
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區
別
は
明
ら
か
で
な
く
な
り
、

一
方
地
頭
得
分
を
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得
し
、
他
方
領
主
.の
宗
主
權
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承
認
す
る
と
共
に
そ
の
如
地
は
之
を
分
割
し
て
一
門
か
郞
等
に
給
與

し
て
.賦
役
若
し
く
は
年
貢
を徵
收 

し
た
の
で
あ
る
o
特
に
舊
南
部
領
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於
て
は
給
知
を
有
す
る
武
士
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地
頭
と
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つ
て
居
り
、
又
地
頭
の
ぅ
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に
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地
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な
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、
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又
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又
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又
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れ
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摄

揭

岩

手
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馨

部

顏

鬻

、
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す
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i
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^

 ̂ : ' *

と
'し
て
、
淺
#
す

る

所

に

あ

；る
.の
で
は
な
；い
0、
そ
れ
は
勿
論
現
在
で
は
山
間.部
.に
僅
か
局
部
的
に
殘-#
'
す
る
0
み
で
.あ
り
、
そ
れ
も
骛

本

主

義

の

農

村

：
へ
0
.
.
侵
<
に
ょ
つ
て
崩
壞
せ
し
め
ら
れ
つV
あ
る

。
然
し
.な
.が
ら
そ
の
.
M

a

M程
は
單
に
名
ギ
制
度
の
形
態
變
化
の
問

.

.

.

.

 

. 

•

題
ど
：し
て.と
り
あ
，げ
ら
る
べ
き
で
は
な
<
し
て
、
農
村
の
迤
本_
造
そ
^
も
.の
：\分
^
-
.
;
變
形
の
.問
題
と
し
て
と
：り
あ
げ.ら
，̂

げ
れ
.

. 

'

< 

’

ば
な
ら
な
い
。
經
濟
的
特
質
は
常
に
構
造
的
特
質
と
し
.て
理
解
さ
れ
る
。
名
子
制
度
の.缝
化
は
、
し
そ
の
存
在0
態
義
を
變
化
せ
1
め
、 

名
子
制
度
、
#
役
勞
働
の
機
能
の
變
化
を
も
た
ら
し.た
が
、
そ
れ
..が
岩
手
縣
山
間
部
其
他
に
見
る.如
く
如
何
に
淺
存
せ
し
め&
れ
た
か
、 

或
ひ
は
如
何
な
る
形
で
刈
分
小
作
乃
至
は
背
通̂

:
へ
移
行
电
じ
め
ら
れ
た
か
、X '
そ
れ
等
を
特
質
づ
け
た
か
は
全
敷
村
構
造
の
上
か 

理
解
す
る
こ
と
に
ょ
つ
て
の
み
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
名
子
制
度
に
つ
い
て
の
經
濟
史
的
資
料
は
現
存
せ
る
、
又
は
現
在 

旣
に
消
滅
せ
る
名
子
制
度
の
本
源
的
形
態
を
知
る
爲
め
に
、
又
そ
0
變
化
の
跡
を
た
ど
る
爲
め
に
重
要
：で
は
あ
る
が
、
そ
れ 

つ
て
は
名
子
制
度
の
有
す
る
現
代
的
意
義
は
把
摒
出
來
な
い
。
：そ
0
爲
め
に
ほ
充
分
な
る
補
助
資
料
の
宽
集
と
共
に
^
誘
徹
せ
る
理
論 

に
ょ
る
分
析
を
必
要
と
す
る
。
然
し
な
が
ら
、
私
は
今
こ
、
に
於
て
'そ
れ
を
成
し
と
げ
や
ぅ
と
ず
る
も
の.で
は
な
い
0
.た
ぐ
そ
れ
へ
の

思
ふ
の
で
あ
る
。
；小
本
川
流
域
が.
.
1
つ
.の
'塊
帶
と
し
て
取
り
.上
.げ
ら
れ
る
意
義
は
、
：そ
れ
が
閉
伊
川
の
馬
と
對
比
さ
：る
べ
き
畜
牛
地
帶

.

. 

. 

ぃ

.

で
あ
る
と
い
‘
こ
.と
で
あ
る
°
尤
も
此
の
地
方
の.名
子
制
度
と
い
つ
て.'
'
制
度
そ
の
も
の
は
前
記
岩
手
縣
內
務
部
調
査
を
初
め
、
木
村 

氏
、
木
下
氏
の
論
文cl>

其
他
で
可
成
り
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て.ゐ
る
。
從
つ
て
こ
ヰ
で
は
私
の
調
赍
し
た
所
に
載
き
、
そ
れ
等
を
訂
正 

し
つ
、
” (

一

-
^
子
赋
役
と
別
分
小
作
と
の
關
聯
に
つ
い
て
、
更
に
、
0

0
、
そ
こ
P
比
較
的
閑
却
ざ
れ
て
ゐ
る
と
思
は
れ
る
牛
の 

名
子
賦
役w

刈
分
小
作 

ぐ

.

四n
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。
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*
^本
;|
{
流
域
地
方
の
自
然
的
、
地
理
的
條
件 

ベ
小
本
川
は
下
閉
#
郡
の
北
を
小
本
街
道
に
沿
っ
て
東
流
す
る
。T

l1

帶
の
地
は
北
上
議
の
中
部
に
當
っ
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の 

泎
谷
に
よ
っ
て
縱
橫
の
山
群
に
分
れ
、る
：が
、
著
し
い
山
脈
、
高
.峰
は
少
く
、
概
ね
一
千
泶
內
外
の
高
度
を
ル
て
波
狀
に
起
氏
す
る
山
貌
を 

S
し
て
ゐ
る
。
.こ
の
間
に
閉
伊
川
と
小
本
川
と
が
比
較
的
深
鑿
せ
ら
れ
た
溪
谷
を
な
し
て
ゐ
る
の
で
、
勢
ひ
下
閉
伊
郡
は
こ
れ

X
よ
つ 

て
三
つ
“
尚
分
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る0
'全
體
と
し
て
高
原
姓
の
地
域
で
あ
り

o

太

¥.
洋
岸
：'ー
帶
も
亦
特
異
の
相
貌̂
里
し
、
北 

十

塊

の

衆

邊

か

ら

急

激

に

低

下

す

る

獲

愿

三

千

來

、
高
度
七
+
乃
至
首
米
の
抵
地
が
、
ヽ
海
岸
に
向
っ
て
僅
に
傾
き
懸
康
を
な
し 

て
海
に
商
し
て
ゐ
る
。
從
っ
て
下
閉
伊
郡
に
於
て
は
常
古
を
除
い
て
は
河
口
、
海
岸
の
利
用
は
殆
ん
ど

.な
く
、
.
又
平
地
の
謹
せ
る
と 

と

み

-#
め
て
少
い
0
小
本
川
流
域
の
處
々
に
僅
か
に
第
三
紀
層
の
平
地
の
.發
達
を
見
る
の
.み
で
ぎ
る
。

'

從
っ
て
交
通
も
宮
宙•̂
•
中

、も
.と
す
る
海
遝
が
重
要
な
地
位.を
'̂
め
> 
元
和
#
間
商
港
及
軍
港
と
し
て
開
發
さ
れ
て
以
來
、
■
八
戶
藩
の 

八
戶
と
共
に
、
舊
南
部
領
の
物
資
輸
出
入
の
中
心
と
な
っ
て
ゐ
た
T 

V
O 

■

之
に
對
し
陸
路
の
交
通
は
、
前
^
の
地
理
的
條
件
よ
り
理
解 

し
得
る
如
く
、
極
めI

發
達
で
、
上
代
に
於
て
は■

に
濱
街
道
及
び
閉
伊
、
小
本
の
兩
河
谷
に
開
か
れ
て
ゐ

た

が

、

峻
坂
險
路
で
荷 

物
の
運
搬
は
偏
に
人
の
肩
背
に
據
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
：

の
開
發
と
共
に
、
元
文
、

.寬
延
の『

僧
牧
庵
鞭
中
に
よ
っ
て 

閉
#
パ
に
沿
ふ 
一i

十
里
の
思
石
を
研
り
險
阻'を
削
り
、
盛
岡
、
宮
古
間
に
荷
馬
を
通
ず
る
を
得
る
に
至
.っ
た
の
で
あ
る
が
..

(

2)

、

こ
'
V



:宫
古
間
に
ー
，荷

馬

を

通

^
る
^
得

る
_
至

<>
た
0
で

ぁ

る

が

(

？
0
、



か
ら
見
れ
ば
^>
本
川
河
谷
0
.道
路
開
鑿
は
、
潜
然
迤
か
に
後
の
：こ
と
で
あ
る
と
ー
1
<
:
へ
，や
ぅ
o
現

在

小

本

川

街

道

と

云

は

れ

名

も

の

.は

小 

'
.
'
本
J

沿

■

小
■

も
：の
.で
，あ

る
:^

;
%
小
沐
街
;5
1

‘は

小

川

，
射

ょ
.̂藪

^|，

^̂

:

:

汰
川
村
、
-%
屋
^

;«
市
村
-,
;
.
>洋
德
村
、
；：山
妇¥

經
て
宮
沽
に
達
ず|
縣

道

，
が

_

が

れ

七

必
 

:

■
;

.
-:
谷

に

比

ん

次

廣

通

上

：
可

:'
^
り
不
使
汝
-#
:
:置
杧
置
か
れ
、
へ:#
令
て
一
般
文
化
發
蘼
の
潘̂

庙

家

炎

て

，

、
激

研

川

嘯

域

は

鐵

道

が

全

^
し
”
更
束
宵
油
ょ
り
南
^
し
“麗
間
根
村
を
經
て
山
田
ま
で
至
つ
て
ゐ
る̂
に
對
し
て
、 

,

■_
 

领
_

;.
:»
:岩
浪

間

は：1':
0
.ニ
_
の
：；パ
'
办

:

'
の
^
す
凑
處
に
J:
.れ
ば
：
當
時
.

「

下
安
家
#
ハ
軒
，
掘
內
及
澤
嚮
合
せて
、
三
十
ニ
軒
、
茼
渡
五
軒
、
：萩
手:-
:
屮
軒
、：

大
田
名
部
十 

’
へ
：
 

八
九
蹲
て
不
行
道
ぃ
為
居
合
せ
て̂
十

軒

^

カ

持

八

軒

に

し

て

パ

. ' 
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.
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.
.
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.
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パ
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■

■
を

鐘

：て.云
^」

；
と
：あ
り.、
'岩

--
^
兵
部
0.
知
行
她
^̂ 

「

岩
泉
町
は
家
八
十
軒 

程
あ
；り
.て
0
此
啊
酒
_

1軒
あ

り

、

此

處

小

場

な

れ

：ど

も

、
，：
叫

方

^̂
^

々」

：
とM

ふ
.

■
で
あ
つ
た
。
：
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:M
役
ふ
分
小
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四

六

(

ズ

八)

は
一
般
に
氣
候
.の
寒
冷
と
'不
順
と
相
俟
つ
て.、■閉
伊
川
下
流
及
び
其
以
南
に
見
ら
れ
、
山
間
に
は
往
々
棚
田
を
設
け
て
ゐ
る
も
の
が
あ 

る
が
、.
.小
本
‘川

繁

^ :
は
尠
い
.0.親

培
嫩
毖
で
.あ
.っ
：
て
、
耐
寒
.性
の
.服

い

翳 
一
m
l

- i
等
が
多
く
植
付
ら
れ
て
ゐ
，る
。
特
に
此
の.
 

■地
方
の
稻
栽
培
は
分
蘖
が■

不
良
で(

特
に
山
間
清
水
に
於
てS

一
本
植「

ニ
本
植
と
い
ふ
や
ぅ
な
植
付
は
行
は
れ
ず
、
植
付
の

.と
き
は
四
、
五
本
で
刈.取
り
の
時
六
、
七
本
乃
至
十
本
位
を
普
迎
.と
す
る
。.

.

.

畑
は
一.ぅ
ー

巷
;-
#
又
は
.ニ
年
一.
!笔
作
が
行
过
れ
て
ゐ
る
が
、

1

1年
三
毛
作
の
行
は
れ
る
の
は
南
部
の
比
較
的
氣
候
溢
.霞
で
農
軿
^
^

の
■
沙
せ
‘る
地
方
乃
至
は
兆
部
に
於
て
も
肥
沃
度
の
高
い
、
耕
作
に
便
な
る
地
方
で
あ
る
。
作

^
順
序
は
多
年
踏
襲
亡
ら'、ル
々
作
 ̂

順
；序
.を
固
守
し
て
，ゐ
る
が
、
、小
本
川
流
域
地
方0.
1一
年
三
毛
作
は
^ ;
五
月)

种
を
播
»
し
、
鏊

？

月
.

4
、

中
句)

之
を
.基

し

、
其 

:の
後
作
と
し
て
麥
を
播-©
し
、
翌
ハ
や
五
、
六
月
の
交
其
の
作
條
間.に
大
i
fは
蘿
蔔
を
播
種
、
六
巧
下
旬
乃
至.七
月
上
旬
に
麥
を
收
嘴
、 

大
豆
、
.
蘿
蔔
を
十
月
下
旬
乃
至
十
一
月
上
旬
に
收
獲
し
、
翌
尔
春
稗
の
揺
，植
ま
で
休
畦
と
す
る
も
の
で
あ
る

o
:麥
の
栽
培
法
は
古
來
ニ 

次
睡
一
西
に
播
截
し
た
が
、
_

改

真-#
|

も
の
行
は
れ
て
、
.增
收
を
見
る
に
至
つ
て
ゐ
る

o 

ニ
年
三
：毛
作
の
行
ひ
得
な
い
所
で
は 

_

大
；

，麥
粟
等
の
ニ
年 
一
：

行
.ひ
、
特
に
山
腹
の
傾
斜
地
で
耕
作
の
便
惡
し
く
、
地
味
の
や
せ
.て
ゐ
る
山
姻
で
は
蘅
麥
を
連 

年
作
付
^

:叉
特

に
.^
哀
;|
:
作

.#
^ :
る
，
;<
?
:こ
ろ
.も
あ
る
0

i
“

:i
£

l例
と
し
て
岩-
|に
於
を
田
畑
の|
及
び
作
付
反
別
を
見
れ
ば
次
の
如
く
で
|
。
こ
れ
に
ょ
っ
て
見
て
も
利
用
度
は
極
め
て
低
ぃ
。
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1)

：

■
•:

里
が
小
本
川
流
域
地
方
に
於‘て
名
子
制
度
の
行
は
れ
て
ゐ
る
自
然
的
、
地
现
的
條
件
で
あ
る
。
小
本
川
流
域
地
方
に
於
て
名
子
制 

度
が
如
何
に
し
て
發
生
し
た
か
に
っ
い
て
は
明
確
な
資
料
は
#
往
し
な
い
。
他
の.地
方
に
於
て
も
同
様
で
あ
る
が
現
#
せ
る
も
の
は
借 

金
名
子
の
形
を
と
る̂

の
が
可
成
り
に
多
い
や
ぅ
で
あ'る
。

小
本
川
流
域
地
方
の
中
心
地
，で
あ
る
岩
泉
町
に
は
現
在
地
頭
は
七
戶
あ
り
、

.名
子
は
六
、
七
十
戸
と

1K

は
れ
て
ゐ
る
が
、
八
茁
樫
金 

ー
屮
郞
汽
yv
®
遯
長
八
ft
'
、(

小

衆

養

肋

：氏

が

特

於

太

遘

从

0
1

)

0私
か

し

地
で
あ
っ
て
、
こ
れ
等
の
地
頭.も
多
く
ば
自
か
ら
農
耕
に
從
事
せ.ず
、
酒
造
業
、‘畜
牛
業〜

金
貸
.等
を
營
み
、
從
っ
て
名
子
の
形
も
可 

成
り
異
な
っ
て
ゐ
る
。
名
子
は
普
通
，

「

出
入
の
容J

とIK

は
れ
て
居
り
、
：
多
く
は
雇
人
の
分
家.せ
る
も
の
で
;^
る
が
こ
れ
等
雇
人
の
ぅ 

名
子
賦
役
过
列
分
小
舴.

. 

.
r 

四

七

(

1
九
九
>



名
子
i

l

作 

四

八

(

I

)

の

纖

霧

；灣■

歌

と

識
_

の
■

識
^

^

現
在
ニ
、
三
十
戸
の
名
子
を
持
つ
て
居
る
が
、
>

少

の

麗
は
れ
て
、
多
く
は
平
の
飼
育
其
の
他
の
農
事
に
從
事

し
.
衣
食
を
給
f

 

れ

(
給
料
は
な
し)

年

莩

る

に

及

び

一

町

馨Q

田
畑
宅
地
及
び
f

與
へ
ら
れ
て
出
入
と
な
つ
た
も
：|

|

。
特

に

賦

役

議

せ
ず
味
嘴
作
り
正
月
欲
等
に
は
必
ず
來
て
手
傅
を
す
る
位
の
も
の
で
あ
る
。
家
は
多
く
田

.畑
、
串
他
と
共

に

分

家

の
際

に

洽

す

 

フ
。
の

で

あ

る

水

、

物

に

家

I

て
，
る

爲

め

に

金

を

貸

し

た

も

の

も
I

。
又
八
還
長
八
氏
の
所
で
は

r

出

入

の

者

」

は

現
f

l
、

三
戶
あ
る
が
、
何
れ
も
酒
造
技
術
馨

Q

た
め
地
方
？

の

農

入

れ

、
宅
地
、
讀

を

與

へ

て

蕾

艺

め

た

も

の
J

る
。，

I

 

1
は
鬵
元
平
十
月
ょ
り
創
め
た
も
の
で
あ•る
が
、
萬
延
ー
萃
の
造
讓
文
に
ょ
れ
ば
酒
造
高
は
一
一
百
石
で
あ
る
。

出
入
の
條
|

、 

宅
地
は一

戶
に
利
約
五
十
坪
、
そ
れ
に
田
畑
を
小
作
さ
せ
る
が
、
畑

j

戶
に
付
六
、
七
反
歩
位
で
あ
る
。
名
子
に
對
し
て
は
可
れ

も

以

 

上
の
勿
I

時
の
手
傅
の
外
に
、
田
畑
の
小
作
料
が
普
通
の
小
作
人
i
同
檬
刈
分
'で
徵
收
さ
れ
る
o
從
つ
て
此
の
場
合
は田
畑
の
外
に 

塞

敷

、
蓮

を
f

れ
て
、
そ
れ
f

t
し
て
臨
時
S

役

歡

と

い
I

で

屬

す

I

Q

I

子 

■
I

O
別
分
け
は
田
の
場
合
は

「

來
分
け」

で
、
六
把一
鳥
、
列
取
り
に
は
地I

立
合
ひ
、
赌
に
六
把
宛
並
べ.t

?

中
か
ら
三 

把
I

,

淺
1

把
を
小
作
人
が
と
る
。
運
搬
及
び
脫
穀
は
各
自
に
於

て

行
ふ

o

肥

資

 

厩
肥
I

出
す
る
。.畑
作
物
は「

穀
分
|

、
|

後
f

 
I

編
 

出
す
S

普
通
I

る
が
、
；肥
料
を
地_

f

き

は

藁

稈

織

中
籮
蔔
は
本
數
で
分̂

又
は
畦
分
け
、
暴

薯

は

繁

け

又

は

队

分

け

；
(

何
れ
も
分
配
率
は
五
分
五
分

)

で

あ

る9

:

.

..此
の
1勞

m
於
^
特
徵
的
で
あ
多
のは

--
-
-
'«
烟

<0
小

作
:<
?
:
'
相

並

：
ん

；
で

牛

<?
>
小

作
^
行

は

.
れて
^
る
こ
‘
で̂
あ

^

^

..
:
-八
.重

權

金

十

郎

氏

.

.

.

 
一：
：
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. 
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. 

. 

'

^
所

で.は
,;
'

>
-«
§

^
小

作

せ

し

め

：
て

ゐ

>
3
と
：
否

泛

に

か

：

\
は
ら
ず
ぐ
祐
方
控
ニ：* 

M 

t

頭
宛
貸
付
け1
仔
の
生
：れ
た
時
之
を
市
場
に
_ 
C.

.
 

'■ 

■ 

■ 

へ
 

■ 

. 

' 

■

:
.出

:1
>
て
.ハ
2
.

)

寶
上
債
格
を
折
半
す
る
ー0
，飼
育
中
の
費
用
は「

ニ 

.切
管
娌
者
§
負
檐て
あ
る
。

ll
i

o
場
合
飼

育

期

間

中

搾

乳

：を

，な

す

^
の

は

■.

」

. 

.
、
 

. 
ノ
 

' 

■ 
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■ 

■ 

■
■

#
を
全
部
地.
_
の
所
有
と.ず
：；る
ズ:(
7
)
^
あ
^
0
叉
田
：畑

赛

し

そ

か

％̂;
ぬ

.̂
牛
を
貸
し8

耕
杧
用
ひ
，又
肥.料
を
^
得
^
る)

、
由
畑 

衫
作
物
を
.金
部
小
作
人̂
所
有
せ
ね
が
る
代̂:
に
：
仔

；
は

地

：
主

の

.所

得

：
と
^
る

も

の

，
が

あ

今

::

六
，
頭

貸

付.響

さ

れ

；て

ゐ

岑

が

、

'犢
め
賣
上
價
格
を
祈
半_す
石
仔
分
制
度
が
普
通
杧
行
は
れ
；て.ゐ
る
0
此

の

墙

合

搾

乳

は

仔

^

^

る
ー
の 

.

に
、不

馨

で

办

る

か

ち
.搾
乳
は
禁
忆
ら
れ
.る
が
汐
制
睬
さ
れ
て
ゐ'る
0 
:又

秋

か

ら

翌

年

八

屮

八

广
孓
行
は
れ
：て

ゐ

：る
：

(

預
託
金
杖
十
七
圓
位>
:'1
:
は
山
奄
げ
す
：：
}
0
:
,
庇
地
方
で
^̂ 

早
<

か
ら
畜
牛
禅
帶
セ
し
て
知

匕

れ〕

て

居

り'.
\

朝

：
め

は

役

牛

を

：中

心

と

，
す
：
る

刹

分

制

度

.
が

廣

V

行

は

れ

て

ゐ
.た

：が

、

明

治

初

年

畜

平

改

良

の

，
方

询

於

、

肉

牛

へ

、
：
更

に

瓷

■

へi
同
げ
'̂

れ

.る
に
：̂
れ

ー

て

仔

分

製

べ

：
移

0
て
_
て
：
ゐ
：
る.0 : 

, 

: 

r 
.

.

丨

，'昭
和
$
年
現
在
地
頭
所
''
'
#地
合
計
は
田
約
六
町
四
段
、...
畑
百
十
.
1
1
1
町
、
电

5
五
千
七
百
七
十
坪
、.雜
地
ニ
千
四
百
六
十
八
町
四
段
で
、

.

'.
费

も

多

少
.の
自
作
地
を
も
つ
て
ゐ
る
が
，■自
作
地
：は
常
雇
、
一
日

®
，
■臨
時
雇
に
ょ
ウ
て
行
は
れ

V

ゐ
る
。
例
へ
：ぱ
八
贯
慳
：金
十
郞
氏
の
自
作 

.

.

.
は
履
^v

人

'

f

給
賢
十
圓
の
割
、
食
費
其
の
他

r:

切

を

：持

ち

年

限

な

^

、
；
負

,

一
々
逬
本
の
自

f
.

ょ
ゎ
通
ひ
：日

數

に

よ

つ

て

顏

を

貰

ふ,0
_
夏
は
比
較
的
高
：い
：が;'
'
多
は
：安
;<
:
;.
'
'年
¥
均
七
十
錢
位
，
：食
事
を
供
^
.

)

臨
時
留 

,
:
五
人
に k
o
t

 
營
免
故
て
ゐ
右
。

、

. 

.

:

'

X 

'

2 

-
"

此
柳
方
1̂
帶

，、
：
平

馬

の

'賢
價
は
以
前
は
地
主
、
小
作
人
間
の
償
格
協
定

(

仕
'̂
り)

に
^

つ
.て
定

め

ら
、れ

て

ゐ

た

が

、
：
最

近

で

は

產

業

組

八

ロ

で 

.」

名
_

役

ー

爲

分

水

#

べ
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：：

a

s

s
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■
.
.
.拿

賦

役

ミ

棼

小

作
.
-
' 

§

■

(
11 Q

I
D
〉

.

' 

‘矓
を
.や
づ
で
.

ら
.れ
て
ゐ
る
べ
手
数
料
二
分

)

o 

.

:::
.
.
:
:
:
m

鹜
た
が
現
在
で

'も
舊
名
子
の
ぅ
ち
三
軒
丈
は
出
八-L
て
、
主
從
關
係
、.身

分

的

隱

■

を
績
け
て
ゐ
る
相
で
ぁ
る

o

然
し
賦
役
徵
汷
其
の•他

. 

の
直
接
の
經
濟
的
從
擬
關
係
は
な
い
。
.そ
の
ぅ
ち
一
軒
は
八
代
に
宜
み.主
從
關
係
を
持
つ
て
ゐ
る
。
同
家
の
名
子
制
度
に

つ

い

て

f t

木
下

^ :
が

 

'
親
し
く
調
蜜
さ
れ
、®

氏
前
揭
論
文5「

社

會

政

策

時

報

し

：：
：

1)

八

六

號̂

^

、
近

く

’
印

刷

刊

行

さ

れ

る

喾

で

ぁ

る

.0

.
:
:
.
'

‘小
5
村

、

地.頭
數

五

名

、

昭

和

十

、
一

.-5
現
拒
名
子
數
三
<
戶
で
ぁ
る
0
此

0
內
南
澤
.家
が
最
も
大
き
く
、
ー.：1六
戸
の
名
子
を
有
す
る
，
 

が
；

所
購
借
金
名
子
の
形^
と
Q
/t
も

の
が
多
く
* 

.
名
子
を
有
す
る
に
..至
0
だ

€>
.は
約
三
.十
^

で̂
|>
る

-:
0
此
の
村
0
名
チ
は
、
由
«9
> 

家
尾
敷
等
.の
.不
動
產
を
債
權
者
に
移
し.た
場
合
ぬ
名
子
に
な
つ
だ
と
ー
石
ふ

.の
驚
普
通
小
作
人
社
择.
0子」

と
宕
は
：̂;

名
子
、
借
金
名
子.と
'?
>:稱
す
タ
き
家
屋
敷.其
の
他
を
永
代
賣
し'て
名
子
に
觀
落
^
た
も
^
が
多
い
^
で
ぁ
る
が
ン
地
頭
佐
藤
家
の
名
子
へ

1
H

戶
の
.起

因

は

次

の

如
4

ぁ
：る
。V
佐
藤
家
は
新
田
開
發
地
主
と'
Iて
，鬼
S

、
'
.
現

在

で

四

代

魯

齧

.？

ゐ
た
奉
公
人
に
家
、
宅
地

(
. 一

丸
七
坪)

田
畑
を
與
へ
て
名
子
と
し
た
も
の
，
新
田
開^-
に
ょ
る
：資
產
^

^
つ
て
士
分
忆
取
立
で
ら
れ
、
南
部
藩
に
仕
へ
る
に
及
び
、
其
家
來
に
田
畑
、
家
屋
敷

(

八
六
邦)

を
與
.：へ
て
：名

チ.と
お

た

も»
、
；
及

び

.
： 

前
激
奉
公
人
名
子
の
娘
に
婿
を
と
つ
て
名
子
と

し

て

世
話̂

七
た
も
の
A
_

で
ぁ

る
- v

W
O 

,
名
子
^
は
田
約
.
1
4
反
步
畑
ヨ
反
步
位
>
: 

馬

：

】

'頭
、
建
«
三
間
に
五
間
位)

菜
園(

一
反
歩
.位)

を
給
さ
れ
、
典
の
他
萆
刈
場
、
，
».
-取
齋
^
借

ル

て

ゐ

.る
-0
之

^

三

處

人

ひ

，
田

畑

の

，
小

作

料

ば

分

出

作

_

つ
S

石

。

賦

役

は

康

農

耕

：

0
:外

薪

取

ダ

，

脫

穀

調

整

〜

其

の

俜

，
女

：
は

家

の

ま

は

セ
：：

.の^
免
^
ノ
激
取
り
等
把
‘用
ひ
ら
れ
ノ
三
食
对
で
あ
る
ノ
薪
取
り
は
名
子
に
山
で
き
ら
^
-運
搬

は

地

頭

方

で

ゃ

る

”

又

養

蠶

其

の

也 

:«
臨
時
«
の
|

名
子
涵
に
對
し
て
も
日
給.ー
，
圓

を

給

し

て

ゐ

る
0(

尙
南
澤
氏
の
，赋
役
は
萍
五
十
人
位
、
又
或
地
頭.0奸
の
名
1

役
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'
.
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-
,
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' 

.
'■ 
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- 

■ ...

は

'

1

年

十

五

人

位

で

、

十
五A

以

上

働

か

せ

る

咏

は

地

頭

は

一

日
八
十
錢
位
の
.貨
銀
を
贫
拂
つ
，て

ゐ

る

倉

ろ

も

あ

る0
3田
畑
50
刈
分 

'
け

は

ぼ

は「

來

分

け」

广

把

一

束
'
一

」

束

〗

-»
で
、
畑
は
脫
穀
後
即
ち.

「

こ
な
.し
分
.け
1-
,
分
配
舉
は
五
分
々
々
で
あ
る

(
c
o
)
o

薬

、

:
:
■*

;
:
:

一
 

. 

.バ

.

.

.
；
.
.
'
-
-
'
'
、

-
-
-

*:
へ

-
;
.
,
,

ぐ
.'.
.
-
.
.
:
, 

.

:■
■
.

.
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■ン 

'

:.
■:.
:
'
'■,
■パ::

-
'\ 

ノ

ぃ
.
. 'パ

：
”
'
.
.
’
'
-

::
.
' 

'

: 

- 

■
, 

.
,
-

秤

は一

观
に
行
は
.れ
て
ゐ
る
や
う
，に
肥
料
を
出
し
た
方
で
と
り
、
種

子

は

地

生

が
.̂
へ
、
•種
子
代
丈
差
引
く
 o

馬
は
冬
は
舍
飼
を.し
、 

春
か
ら
秋
'
へ

か

け

て

地

頭

の

放

牧

地

へ

「

山
上
げ」

を
す
る
。

名
.子
、に
把
又
牛
を.

「

頊
託j

す
る
も
の
も
あ
り
、g：

に
山
林
の
借
人
.に
封
'

し
l

i

證

醫

i

w

t
。

.

、
_

ぐ

，

•

2

.
佐
藤
家
に
は
此
の
外
奉
公
八
の
ょ
く
勘
め
た
も
の
に
宅
地
と
家
と
を
與
へ
て
別
家
さ
せ
る

「

つ
と
め
別
家J

と
い
ふ
.も
の
-̂
あ
る(

三
戶
ゾ
農 

.
業
以
外
の
職
榮
を
持
つ
も
の
で
、
賦
役
は
名
子
賦
役
ょ
り
も
少
く

,'
.
年
十
3£
、
で
あ
る
0

'

.

.

.
M
1
:
V
3

下
等
地
は
名
子
六
分
、
地
生
四
分
の
，

’分
配
率
を
と
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ4'
&-
'̂

へ
關
£-
ゴ
平
氏
ン
0
マ

‘，.安

家

村

、’
地
.頭

ニ

名

、
名

子rj

十

一

、一

ー
戶
で
あ
る
が
、

こ
の-ぅ
ち
一
人
の
.地
頭
は
他
村(

野

田

村)

の
地
主
で
あ
る0-

0
0
-

.こ
の
地 

衰

名

„子
_

(

五
戶)

墓

地

六

锨

乃

至

一

、反

五

锨

、
，、
畑

1

町

乃

至

五

町

(

平

均

一

町

ゴ

一

反

位

)

山

姆

七

町

乃
§

十

町

位

を

賢

さ

れ

，

そ 

の
：代
■償
s

1

十
一
：

一

圓

乃

至一

羊

五

圓

の

使

用

料
.を
收
納
し
、
賦
f

徵
し
な
いo

.

(

建

家

呔
地

頭

ょ

り

貸

與

さ
^

^
^

^

子

0
^/
有
.の
::
:
?
>:2
_

論

^

1戸
で
あ
る
.

)

。
名
子
■

畑
■

篇

他

の

^
作

人

.聚

作

地

は

刈

分

げ

で

地

■

養

：稱

料

を

出

し
- 

於

馨

は

i

物
か
ら
種
子
を
差
引
い
たf

を
折
半
し
、
肥
料
ど
小
作
人
が
出
し
た
場
合
は
小
作
人
は
種
子
を
除
い
た
淺
り
の
三
分

‘

章

赛

品

.分

小

作

.

,'
.
5
, (

I

)



名
子
‘賦
役
■

分

小

作
. 

.
5
1 

0

5

©

へ
の
.；u

tと
る
c2)

o

ジ

• 

'

他
.の
：地

頭(

.玉
澤
安
太
郞
氏)

は
現
往
四
代
目
で
あ.る
が
、
•初
代
は
鐵
山
勘
定
方
を
勤
め
、

11

代
目
の
.と
き
に
田
畑
.を
貴
ひ
、
そ
.の
. 

際
洛
子
^
.
1
.
緒
忆
つ
.い
.て
き
た
.も
の
で
あ
る
。
現
在
田
畑

(

大
部
分
畑)

五
十
餘
町
、
铯
地
約
十
町
、
此
野
約
五
亩
八
十
町
を
所
有
し
、
：
. 

.小
作
人
五
十
八
人
の
：中
名
子
と
稱
す
る.も
.の
十
六
、、
七
戶..で.あ
る
。
名
子
は
田
畑
約
三
町
、/山
野
ニ
、
.三
十
町
o'
外
窀
地
、
串
に
は
嗤 

著

警

.て

.ゐ
石
.が
"
•こ
の
貸
借
關
係
は
金
納
化
し
セ
办■.て
、
十

五

圓

乃

曼
.十
五
_
位
の
使
用
料
S
當
.ニ
石
位
の
听
で
三
十
圓
、 

畑
：五
：反
山
;*
3
の
所
"で
最
®'
1
:
_丑
十
錢
位
1
.平
均
.

H

十
圓
前
後〕

.を
^

»ふ
''
0
if
c
の
：̂

?子
：か

ら

は

賦

役

を

徵

し

な

い

が

、
キ

の

放
 

牧
巩
の
他
に
‘名
子
及
.び
.小
作
人
を
揭
五
ナ
錢
、.女
三
十
五
錢
位
の
-賃
銀
で
日
©.
す
る
こ
と
に
な
つ
亡
居
り
、#
エ
牛
0;
放
牧
：に
は
么
ず

出
る
こ
と
に
な
づ
て
ゐ
るC
-3
¥
:又
名

子

及

び

小

作

人

に

は

申

」

、

ニ

爾

宛

立

分

け

を

し

て

ゐ

る

°:
小

作

人

以

ル

の

文

分

け

忆

は

十

廳

*
•«.
/
.•
•
.
.
.
. 

.

.

. 

.
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.

.
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"
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.
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.
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.
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;
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-

‘乃
至
ニ
十
圓
の
前
金( 「

敷
金」

)

を
貸
す
の
を
普
通
と
す
る
が: '
名

子

、

小

作

人

の

，場

合

.に
は
前
金
は
な
い
。
へ

「

敷
金」

制
度
は
大
疋
七
、 

ー
八
印
瞵
か
卞
起
つ
た
も
の
で
、
前
貸
金
を
條
件
と
.し
な
け
.れ
減
牛
の
爾
託
を
す
る
も9
が
な
か
つ
炎
上
^
に
ょ
る
0
名
子
、
小
作
人
の 

:

場

合

は

身

谨

，

又

經

濟

灌

權

關

係

か

ら

‘

牛

の

匿

は

小

作

條

，又
金
納
使
用
料
は
主
と
し
ヤ
牛
の
寶
却
代
金
に
ょ
つ
て
，拂
は
れ
て
ゐ
る
も
の
、
如
く
で
あ
る

0
ン
名
子
地
以
外
の
普
遒
か
作
料
は
殆

1/
ど

.

.
で

■ 

; 

. 

* 

.

.

/■
.

-

•
 -

 
•

病

：

.

.

.

.
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f

 
.
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.
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■
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り
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.
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•
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.
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.
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.
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(
.
•

刈
分
け
で
せ
つ：̂
.條
件
は
_

-<
*
:同
様
ヤ
.あ
る
0
唯
自
作
農
が
自
己
.の
軿
地
ー
の
不
足
を
補
ふ
潙
め
に
苯
澤
家
か
ら
借
り
て
ゐ
る

」

反 

處

Q
?

■
妻

し

て

；は
金
納
舊
拂
は
れ
る
相
.で
あ
る
。
現

琵

摩

賦

役

を

徵

收

し

な

：い
の

ノ
. 

..
 
..
 

-
•
•
•
• 

.

.

.

. 

.

.

.
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.
?
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•
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• 

‘
'
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.
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.
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r
.
:
本

下

孩

の

記

：趣

に
^
れ
ぽ
安

>
.
_
林
に
は
笨

^

時

.報
し
'1
八
汸
號

1
/三
七
頁)

こ
の
記
述
は
木
お
修
ー
ー
ー
氏
の
調
ま
塞
い
て

»
か
れ
た
も
の
、で
あ
る
が
、
木

村

氏

の

報

带

は「

下
閉
伊
郡
安
家

r 

-

 
;
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•

 
•

 
I
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.
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.

.村
の
本
讲
の
或
地
主
の
所
有
地
の
别
汾
淛
浪
は
玄
^

;
七

い

ふ

こ

在

、'
安
瘃
村
浮
潘
文
肋̂:
話
と
な
ワ
て
出
て
ゐ
て
，
或
地
主-'
2
:玉
澤 

ヾ
：氏
;*
览
;̂
な
る
こ
;̂
を
恩
瓜
せ
名
：や3
マ

あ
.,
.
?
)

(

同
跃
前
揭
論
^

1
八
四
頁
0

0
し
加
.し
服
，の
.處 

安
家
村
の
地
頭
と
し
て
玉 

澤
文
肋
^

^
名
が
擧
げ
ら
れ
て
ゐ̂

。̂

澤
_文

肋

成

は

、安
_

氏

の

弟

で'あ

暴
>
赞

太

郞

氏

の

：息
の
：話

に

ょ

れ

ぱ

、

文

肋

氏

ほ

隣

村

姆

田

村 

,
の

他

め
%

潘

.の
^

^
，

山

て

ゐ

交

い

；ふ

：こ
と
；
で

あ

り

^
い
こ
の
こ
上
が
文
肋
玩
の
名
子
と
し
て
誤
り
傳
ベ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ち
.し

い
。
尤
も
文
肋
氏
も
大
芷
八
年
頃
ょ
り
小
作
地
を
所
有
し
て
居
り
、
こ
の
小
作
は
此
の
邊一

帶
普
遍
的
に
行
は
れ
て
ゐ
る
刈
分
で
、
條
件
は
上

' 
述

の

■齋

.と
同

#

^
る

0
-ベ

. 

K
I:
',
、

'
: 

;
'

■ 

• 

■ 

. 

: 

■ 

，
.
パ

，
 

’

の
：
村

：
の

名

子

.麗
ぼ
他
村
と
非
常
に
變.つ
”た

金
納
使
用
料
.の
紙:#
.
^
 ̂

こ

れ

.が

明

治
 

屮
八
舜
前
後
か
ら
；
<

^

^

れ̂
龙
上
い
:̂
;̂
上

:«
:後

學

^
如

ぺ

：庇

の

睁

代

あ

た

り

か

ら

地

^

^
 

特
に 

.1
の
附
近
に
.於
.て
_
し
い
：畜

年

關

係

：，

(

日
淸
戰
银
前
後
を
ー
鬼
點
秦
る
和
平
改
良
運
動
の
勃
興
、
.按

牛

ょ

'-
i
j肉
牛
、
，.乳
牛
へ
の
發
展
、
'
又
安 

:

家
村
は
現
往
戶
數
ー

I

百
ニ
、
三
十
戶
に
對
し
て
千
頭
以
上.の
牛
が
飼
は
れ
て
ゐ
る

〕

に
恶
く
も
の
で
は
あ
る
が
、
此
の
場
合
に
は
差
配
關
_
と 

い
ふ
こ
と
が
、
名
子
に
對
す
る
家
屋1

地
に
鄴
す
る
侦
用
料
金
納
化
を
も
だ
ら
し
た一因
と
考
へ
ら
れ̂
'

の
•
で

ば

な

い

か

と

思

ば

ル

る

03'

:
.

.
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-
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■1
.
.
.
.
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.

 

-

 

.

‘澤
安
本
郞
氏
の
と
•こ
ろ
で
現
花
の
や
ぅ
な
條
#
と
.な
つ
た
の
は
大
巧
の
初
牢
で.あ
る〕

o 

' 

• 

:
 

I 

.

.

.

.

.
 

‘

2;
-
v木
村
氏 g

 
揭
論
文
二
八
四f
M
o
: 

• 

' 

. 

: 

:

:
:3
:
-
'
木
下
氏
の
調
迤
で
は
此
の
場
合
州
な
：け
-れ
ば
、1
年
芄
圓
令
納
付
す
名4

1
な
，
つ

て

ゐ

る

柑

で

あ

る

が

罾

偷

文

5:
:
1
1八
0

事

實

は

.行

は

’
V け
れ
て
ゐ
母
れ
、
'
'
'
.
ま
べ
'
:
I
, 

; 
一，
'
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'
:
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V
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名

議
 

I

:小
作
' 

-
:

I
 

: 

_
s
.
p 
六)

•
.大
パ
村
;.
:
;木
^
-^
の
調
茶
に
ょ
れ
ば
、
大
字
签
津
田.の
中
居
家
及
び
佐
々
木
家
が
名
子.を
も
.つ
地
頭
で
あ
る
？
名
子
の
赋̂
は
，
例 

へ
ば
中
居
家
で
は
、
家
屋
敷
山
野
の.使

用

湯

し

-て

 

>
あ
：
っ

て

つ

田

畑

は

列

分

で

t

/°
家

屋

敷

に

對

し

て

臂I

、
二
人
、.薪
f
 

と
る
11
瓦
町
位
ぬ
餘
し
て
は^:
一
A-
位
.の
韵
合
で
あ
るo

同
家
は
大
正
六
年
位
造
は
四
十
五
人
役
位
の
手
作
を
行
ひ
、
名
子

«

其
0 '
他 

の
雇(

1

以
て
之
に
あ
て
、
ゐ
々
が
、
、手
不
足
の
爲
め
に
大
正
八
年
に
.は
自
作
ぎ

を

半

減

し

た

，
，
畑

作

物
.

(

大
小
麥
、
大
小
瓦
、
稗* 

粟

f
- f®

添
旁)
は
前
揭
諸
町
村
^

V

等
し
，く
、
別
分
け
で
あ
っ
で
、
小
恨
人'が
扱
き
.
へ̂

た

と

き

知

ら

せ

を

'出

じ

種

子

を

除

い

た 

淺

り

す

る

。
種
子
は
多
く
の
場
合
地
主
が
保
管
し
、
稃
は
肥
し
を
出
し
た
方
が
と
る
，

(

肥
し
过
多
く
小
作
人
特
ハ
租
衡
は
地
主 

の
負
檐
，で
あ
る)

;:
0又
、
五
年
«>
年

期

で

，上

畑

ニ

反
.十
五
.圓
、
.ニ
十

圓

と

い.
や̂
ろ
；な

も

の.(̂
あ
：る

(

2〕

0
. 

.
'
V
:
' 

山
野
の
.使
府
に
對
し
て
は
，冬
期
牛
馬1
舍
飼
せ
し
め
1
允
分
け
と
す
，S
挪
狀
.あ
，る
。
即
ち
.山
林
.で
_は
小
作
料
の
.代
り
'̂

地
キ
»:
^
作 

者
に
年
を
年
々
飼
胄
せ
し
め
、‘
牛
賣
却
代
金
及
び
飼
育
料
を
小
作
料
に
代
償
せ
し
め
る
も
の
が
多
い
s
o
.
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■
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.

 -

 

'
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1

C
子

；

Q

外
-に

山

，
，の

他

用

ぶ

讚

し

r

激
ひ
は
^

<

^

sめ
に
H

働y

も
の
が
あ
る
-
借
命
の
爲
必
に
働
く
も
の
は
明
治
宋
年
に
は
十
圓

： 

.:

セ
尊
し
て
月
.ー：人
.で
.あ
の
た
が
、
大
疋
八
年
に
は-ニ
十
茧
圓
乃
至
三
十
圓
に
對
し
て
ヵ

一

人
と
な
っ
た
。

，

:

.2
ス
木
村
氏
論
文
、.ニ
七
2|
.
'«
ニ
ス
四
、
ニ
九
九;'
|ー5-
五
|
六
頁
0
、
 

.

:

、

.

V  

3」

陴

蠶

せ
■
卿

：

f

疆

_
|
靡

%
名f

遲

燦
■

小
■

■
蹁
本
史
$
嘗

囊

務

課

藏
0<湔
揭
內
務
部
調
査
書
の
；一
材
料
、

..，

-,

ぐ
，拘
大
川
村
は;'
©
灌

龙

て

ぼ

，
藩

町

遽：

爲

潘

舭J

管

. 

-

' 

- 

.

.

.
レ.'
.
.
.
.
-
'

'

:

-

.

.

**
.

 

*
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.
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.

 

■

 

f

.有
截
村
.
本
村
^,
U
.疮
，を

此

て

菌

史

れ

、
交

氧

^-
極
.め
.て
.不
便
.で
ぁ
0:
;て
.フ
.康
丸
&:
る
^
镇

に

も

か\
は
，ら
ず、
->
;
^-̂

'
戸
数
は
僅
か
に
ニ
：
一
一
戶
•

(

昭
和
.三
年
末
、
內
農
家
戶
數
自
作
九
七
，
自
小
作
四
八
、
：
小
作
ニ
ニ
^
に
過
ぎ
汝
い
デ
以
前
は
安
家
杖
と 

與

'に
耑
展
町
に

w

ヶ
•
村
の
她
合
枚
役
齋
を
置
い
た
が
> 
昭
和
三
年
十
月
に
里
つ'て
’初
め
て
獨
立
じ
て
村
役
場
を
土
有
藝
、に
置
く

'こ
.

と 

必
な
つ
た6
斯
く
办
如
き
狀
態
せ
あ
る
か
ら
生
産
力
も
極
め
て

I
く
，1

年一

作
をI

愚
と
す
る
。.昭
和
三
年
農
業
調
丧
の‘結
果
.に
ょ 

ハ
れ§

田
ば
な
く*
畑
は
自
作
地

1

四k

町
七
反
六
畝
一
五
歩
、
.
小
作
地
五
四
町
一
反
七
献
1.
一
七
步.に
對
.し
て
、
國
有
林

1
r

二
 

！  
r

町
穴 

艇
#-
、
村
有
林
三
、.〇
§1
1_町
步
を
.占
め
て
ゐ
る
。
尚
民
有
地
で
-.

%
他
^
村
民
の
所
有•地
'が
茜
だ
多
い?

WO
村
民
の
生
活
の
恶
礎
は
.主 

ヽ
ど̂

て
木
炭
、
：薪
炭
材
生
處
に
遛
が
れ
て
ゐ
る
。
從
つ
て
村
民
の

.•坐
活
程
度
も
亦
茜
だ
低
く
、
現
在
尙

ii

一
食
中
一
食
は

「

シ
グ
、、j

を 

食
.ず
る
相
で.办
る
。
昭
和
四
五
年
頃“

_
丧
で
は
未
だ
電
燈
を
點
中
#
に
至
ら
ず
、
石
油
ラ
ン.ブ
を
使
用
し

(IV

年

の

.
燈

火

用

と

し 

’て
使
用
ず
ぞ
存
紙
呔
約11斗
4

斗
は
四
圓.內
外)

>
搬
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燈
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⑷
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岩
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。
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岩
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蜜
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節
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仰
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簿
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濱
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績
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鐵
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。
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近
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濟
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す
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；
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^
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營
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迫
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_
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:
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又
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來
る
亦

'、
此
の

■/
^
肥
を
-^
吩
对
她
に
ん

^
さ
、せ
る
.(

厩
肥
を
別
分
け
地
に--
5
1 

ば
せ
る
時
は&

て
も
皆
地
主
方
で
賄4

)
、

し
か
し
名
子
地
摄
入
れ.る
こ
と
を
許
さ
な
い
？

i
。
：
即
A
名
子
地
は
列
分
け
地
高 

»
の
小
作
也
^
し
.て
は
解
釋
さ
れ
て
ゐ
な
い
の
で
，、
.從
つ
：て
、
赋
役
は
普
通
小
作
料*5
:
徵
物
又
飧
義
に
て
納
入
す
る
代
り.に
劈
役

 ̂

■本
子
賦
f

刈
分
小
作
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ハ
ニ
：
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釋

出
來
な

泠

i

赋

役

.の
量
.は

書

於

て

地
.

f
作
^
必
要

I

度

へ

-&
れ
.
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謂

賃

霖
*
絮

臂

老

た

念

：蕩

|

^
の
^
 ̂

C

.

.

.

.

.

.

.
+ 

• 

• 

• 

' 

» 

• 

• 

J 

• 

•
:
•
-
/
• 

• 

•

^
べ

必

：要

社

な

か

つ

た

？

..施
主

倜

：の«
求

-^
^
つ
：
て
肩
由̂
徵

收

し:#
名

全
'<
身
^
^
#
|
|
^

胤

の

表

象

に^;
な

ハ

.

a

從

つ

て：

顿 

表

手

作

義

决

し

：
て
：ぞ
0
1
?部
：を

名

子

：：に

小

作

尤

し

.め
た
場
合
ガ
そ
れ
と
同
時
に
食-
讓

の

«
役

.0
1部
の
發
也
が
必
要
と
な
：つ 

.てM

る

の

：で
マ
ヾ
：
胝

投

の

ニ

部

を

物

納

忙

泰

す

揚

合

が

本
 

.が
決

定
.さ
れ

る

の

、
で
は
：な

：ぶ

セ

、

(

；
田

畑

；
農

し

涟

は

自

然

的

條

件

麥

顧

さ

：

に
：：

I

作
物
I

定
性
、
：：農
耕
技
術
の
：停
滞f

並
び
纪
自
然
的
條
件
0
劣
惡
さ
.迄
 

る
技
術
發
康
の
低
位-;
^
規

定

：す

る

社#
的

經

.濟

的

諸̂
仲
.に
存
す
る
も
の
で
ぁ
る

(

2)

0
し
か
も
*
以
上
の
や
ぅ̂

關
M
か
ら
沿
分
け 

に
於
て
は
娜
主
手
作
的
要
素
が
多
分
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
.で
、
前
揭
安
家
村
の
购
に
於
て
そ
：
0
^

S

す
'̂
地

主

側

の

干

涉

は

蕩

ル
■

於
け
る
ょ
り
は
I

に
.
f

、
崖

.と

.の
共
同
耕
作
的
I

を

多

分

に

含

令

又

立
 

毛

刈

取
“

麗

矣

：は
地
_

都
合
を
«

ぃ

て

地

由

若

し

く

は

代»
.人
8

行)

產

合

泰

：め
^
^
^
^

:

が
原
則
と
し
て
小
作A
.侧
の

負

癣

と

容

そ

故

る

’

從

ク

沲

於
て
は「

奉
行」

建

合

を

求

め
t「

::
f
t
:
_
け
るr

刈
分
げ」
の
方
が
质
型
で
ぁ
り
、
現
在
畑
に
普
通
に
行
は
れ
る
畑
和
物
を
脫
穀
の
上 

分
配
す
^「

n

ナ
シ
分
け
し
或
ひ
は

「

穀
分
け」

は
そ
れ
か
;^
轉
化
レ
た
形
で
ぁ
る
と
袞
へ
や
ぅ9)

0 

:

タ

：木
村
#
.前
揭
論
文
1
A.四
、
，
君

2

此
の
地
方
に
於'て
は
別
分
け
の
結
泶
分
配
さ
れ
る
！

T

禅
の
需
要
は
又
刈
分
を
存
續
さ
せ
石
一
つ
の
.技
術
的
极
據
で
あ
る
。
.
此
の
地
方
の
農 

r

.
パ
姘
に
，於
て
平
馬
の
飼
養
は
絕
對
的
に
切
り
•離
し
.て
考
へ
.ら
れ
も
の
で
あ
る
が
y

.

こ
の
點
か
ら
敷i

T

飼
料
と
し
て
の
顚
、
得
の
需
要
は
看
過
出 

-

s

'

.

:'
-

^

^

^

%淨

は

膂

撖

反

當

ー

ー

皆

實

^
外
出
贫
る
が
、
ン
岩
氣
骶
方
贫
は
ヤ
度
涉
が
ら
衡
レ
れ
系
稗
稈
を
阶
で
牛

T

頭
.を
.飼
« ;
.
も

得

る

も

の

と 

M

,
11
>、
.決

饋

得.の
：反

別

把

崔

じ
.て
中
を
飼
養
:1
>ヤ
ゐ
.
.る
0
:;.
|
.
'
_
,
. 
一
•:
■'
:•:
'

y

-

f

f

M 

…

.
:
••
;

.

\ 

.

.-
へ.

;■
'

ゾ：

.

し
：

,

.

.

3
,
'铜
.へ
：ば

岩

泉

町

中

村

家

：の
：分

作

の

为

法

は

簡

藩

時

代

か

ら

行

は

れ

て

-&
石

死

屬

時

吡

に

於

对

る

も

の

：と
漱
汸
法
津
尨
於
て
多
少
異
な 

.

,

つ
て
ゐ
て
、
天
保

九

苹-
__
.升
石
村
嚼
泉
村
分
作
書
留
帳

」

'に

は

作

入

名

、
，
畑

の

位

置

、

而

積

、

.成
び
に
池
頭
取
汾
た
飞
作
物
の
脔
、
把
數
が
：
 

記
を
れ
て
ゐ
冢
の
に
釾
しy
明
治
七
年
が
•»
.畑分

！
：

覺
眼
%.
ば
作
ん
名
、
畑
の
位
置
、[0
1
-積
と
共
に
、
地
園
取
分
が
桝
目
で
示
さ
れ
て
&•
る
。
從 

ハ
：

.

.
、
つ

て

畑

の

1

コ
ナ
ヅ
分
け
し
が

”
田
の
刈
分
小
作
よ
り
も
、

ー
曆
原
始
的

」

で
あ
る
と
な
す
布
施
氏
の
見
解
'

畑
小
作
の
別
分
と
宅
地
小
作
の 

執
H
徭

濟

ム

遍

爵

输
U第
一1

卷
第
九
號〕

^
赞

田

が

小

文

あ

紅

が

畑

の

小

作

ん

呤

方

が

舊

的

^

^

^

ソ

3 :
.

て
：
ゐ

るI
 

:

:v
'
i>
;
5観
念U

出
發
す
る
解
轉
で
あ
る.と
.思
^

i

る
。
む
し
ろ「

穀
分
-け』

は
地
主
手
作
的
要
素
か
ら
脱
却
し
て
定
額
小
作
へ

r

步
近
付
い
た
も
の

.で
あ
々
と
考
へ
ち
れ
る
。
甶
の
遏
分
け&

稻
_

の
失
つ
重
：要
性
に
よ
る
と
ど
が
多
い
。
ン

：

へ
.
：
.
:
:
'

.

. 

. 

-

兎

に

角

、
，
地

主

手

作
0
廢
也
又
.は
縮

少

：せ1
め
.る
に
至
0
.た
甚
礎
過
程
:̂
共
.に
、
赋
^
と
别
分
ぬ
併
存
の
柬
へ
ジ
更
匕
は
金
納
^

の 

變
化
.が
あ
ら
..は
れ
：て
來
る
の
で*
る
が
、
か
V
る
傾
向
：は
明
治
ニ
、
三
十
年
か
ら
、
特
に
明
治
末
年
か
ら
大
正
初
年
へ
か
け
て
顯
著
と
な 

ち
そ
ゐ
各
,
叉
4
明
：治
®
!
;迄
は

；縣

下.、：踩
に

舊

南

麓
.に
は(

中
略)

所
謂
地
頭
、
名
子
.の
關
係
を
#
し
た
る
部
落
相
當
多
か
り
し 

:
^
1
>
代

0
撒
移
^
共

^
地
顚
0
浚
§

名
弟
取
或
は
地
頭
1

_
的

に

名

ボ

解

放

を

行

ふ

省

，
の
あ

>
、
.凌
|

子
も
次
第
に
自
覺
し
永 

火

.に
：！̂

的
の
隸
屬
關
係
よ
.'̂
1:
1>
-セ
猶
立
.有
營
せ
ん
#
と
を
望
み
名
予
§

す
名
%.
:の
:̂
;$)

：1>
坐

乜

て

來

：る..
1
方

:̂
^̂

.;
:
名

！
^

^

刈

分

小

作
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I

I

I

.小

作
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空

へ

5;
3 !

名
.子
が

碧

1

職
入
，f

分
作
又
は
定
額
小
作s

f
 

8
、
或
ひ
.は
獨

產

民

に

轉

化

し

、
或

ひ

は

属

、
出
稼
其
の.他
I

. 

銀
勞
働
S

轉
化
.す
多
。
身

名

^
關
係
存
續
の
.た
め
の
經
濟
的
纛
の
稀
薄
化
は
賦
役
の
減

V

雇
役
化
、
更

に

は

從

蠢

係I

 

潇
化
奄
も
た
ら
'し
*
名
子
制
度
を
'變
質
.、
崩
癘
せ
，し
め
て
ゐ-る
。
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麗

務
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调
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ぐ
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:

‘

，
；

'

夏

.薩

i
f

讓

隱

-(
0
讓

遽

？

#

1
囊

に

ょ

廣

自

作

農

化

し

；
1

脫

け

し
 

地

囊

g

l

i

l

i

i置

宝

—

f

 

l

l

l

f

f

Q

增

大

そ

れ

に

伴

ふ
^
賃̂
の
騰
貴
並
び
に
そ
れ
等
に
栽
ぐ
肩
役
制
度
の
矛
盾
、
出
稼
‘の
機
會
の
，睛
加
に
あ
つ
た

9

一
 
般H

東
ヒ
服

(

方
I

謂

一

そ

廉

鐵

經

濟

醫

證

霸

に

載
_

_

_

_
不

ま

_

_

該

.

^

け

て

嘹

本

茧

義

の

確

立

；

麗
S

書

て

、
雲

.

_

_麗

本

1

元

爱

本

化

し,

■

地

方
0

_
艷

£

:

と

固

定
f
,
■
地

力

條
f

し

甚

欝

性

質

と

資

本

家

的
l

i

藝

强

め
_

|

(

に

對

じ

て̂
^
^

部

に

ポ

て

は1

肥
■

潔

屋

、
味I

督

、

f

貨

商

等
—

1

，
或
ひ
、
罢

に

過
I

、

反

つ

て

土

地

へ

の

從
-

係

を

益
i

た

。

從

つ

て

地

主

，

又
は
廢
止
せ
し
め
た
と
い
ふ
よ
り
は
む
し
ろ
勞
働
者
需
要
の
增
大
に
伴
ふ
一
般
的
勞
賃
の
騰
貴
に
あ
る
の
で
、
土
地

.へ
：の
從
屬
の
强
化 

と
相
俟
つ
て
、
多
分
に
封
建
的
な
刈
分
小
作
の
、
若
七
く
は
名
子
制
度
^
刈

分

小

作

の

結<
{
0
の
廣
^

な

分

根

を

示

し

て

ゐ

る

の

で

あ

る

。 

勿

論

地

主

：手

作

の

減

少

又

は

廢

止

と

共

に

家

屋

敷

に

對

；ず

る

賦

役

の

釐

も

減

少

.‘し

 

>
;煤
拂
ひ
：其
の
他
の
家
事
、
吉
凶
の^;
傅
、
菜
園
の 

耕
^
#
を
中
心
：と
す
る
臨
時
的
友̂.
の
に
迄
な
り
、
更
に
は
金
納
化
し
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
o
, 

.更
に
上
述
妃
る
如
く
小
本
川
流
域
地
方
ー
：
#
は
畜
牛
地
帶
と
し
て
發
達
し
來
り
、

(

最

近

は

：又
：近

代

的

な

酩

農

エ

業

と

結

び

：
つ

け

ら

れ

.

. 

て
.ゐ
る
0
我
々
は
次
に
：こ
：れ
等
の
名
子
制
度
と
結
合
せ'し
め
ら
れ
て
ゐ
る
家
畜
小
作
に
つ
い
て
、
又
近
代
的
な
^
農

3:
業
ぬ
よ
つ
て
名 

子
制
度
が
又
家
畜
小
作
自
體
が
如
何.に
變
化
せ
じ
め
ら
れ
て
ゐ
る
か.を
見
ゃ
ぅ
。
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